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明治時代に描かれた器　―『陶磁器意匠標本』―

岩 嵜 依 子

国立国会図書館の蔵書から

　

大
河
内
焼
、
古
九
谷
、
伊
部
焼
…
…
小
鉢
や
花
瓶

な
ど
の
器
の
美
し
い
図
柄
、
精
緻
な
平
面
図
や
側
面

図
が
並
ぶ
。
本
書
は
、『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
陶
磁
器
の
図
案
集
で
あ
り
、「
意
匠

標
本
」
を
抜
粋
し
て
刊
行
さ
れ
た
。『
大
日
本
窯
業

協
会
雑
誌
』
は
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
６
月
に
設
立

さ
れ
た
大
日
本
窯
業
協
会
の
会
誌
で
あ
る
。

　

日
本
の
陶
磁
器
は
、
幕
末
に
海
外
の
万
国
博
覧
会

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
や
、
欧
米
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
（
日
本
美
術
に
対
す
る
強
い
関
心
）
の
高
ま
り

に
よ
り
、
主
要
な
輸
出
品
と
な
っ
て
い
く
。
明
治
に

な
っ
て
も
日
本
政
府
は
万
国
博
覧
会
へ
積
極
的
に
参

加
す
る
と
同
時
に
、
殖
産
興
業
政
策
の
も
と
、
西
洋

の
技
術
を
学
び
、
物
産
の
調
査
や
研
究
を
行
っ
た
。

ま
た
、
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
や
指
導
者
の
採
用

（
お
雇
い
外
国
人
）、
窯
業
教
育
機
関
の
創
設
な
ど
、

国
内
で
も
各
種
の
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
明
治
14
（
１
８
８
１
）
年
ま
で
は
陶
磁
器
の
輸

出
額
も
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
く
。

　

し
か
し
、
１
８
８
０
年
代
後
半
か
ら
１
８
９
０
年

代
前
半
に
は
、
陶
磁
器
の
輸
出
は
停
滞
す
る
。
急
激

な
輸
出
の
増
大
に
よ
り
粗
悪
品
が
増
え
、
日
本
製
品

の
評
価
が
下
が
っ
た
こ
と
や
、
海
外
市
場
で
は
そ
れ

ま
で
輸
出
品
の
主
流
だ
っ
た
装
飾
品
よ
り
も
実
用
品

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
要

因
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
各
地
で
同
業

組
合
の
設
立
、
技
術
の
改
良
や
生
産
体
制
の
合
理
化

今 月 の 一 冊

陶磁器意匠標本
黒田政憲 著　大日本窯業協会事務所　明治28　25cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/1183838

（右）表紙。
（左）冒頭に描かれた「大河内焼小鉢」。
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が
進
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
窯
業
者
の
団
結
を
図
る
た
め
、
東
京

職
工
学
校
と
、
同
校
が
改
組
、
拡
充
さ
れ
た
東
京
工

業
学
校
（
現
：
東
京
工
業
大
学
）
陶
器
玻
璃
工
科
の

卒
業
生
お
よ
び
在
学
生
が
発
起
人
と
な
り
、
明
治

24
（
１
８
９
１
）
年
10
月
に
東
京
で
窯
工
会
が
設
立
さ

れ
る
。
彼
ら
は
、
日
本
の
窯
業
で
指
導
的
役
割
を
果

た
し
た
ド
イ
ツ
人
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ワ
グ
ネ
ル

（W
agner, Gottfried　

１
８
３
１
～
１
８
９
２
）

の
教
え
を
受
け
て
い
た
。
窯
工
会
で
は
会
誌
『
窯
工

会
誌
』
の
発
行
や
講
話
の
開
催
を
通
じ
て
、
全
国
の

窯
業
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
く
設
立
さ
れ
た
の

が
、
大
日
本
窯
業
協
会
で
あ
る
。

　

大
日
本
窯
業
協
会
は
、
東
京
工
業
学
校
の
関
係
者

の
ほ
か
、
学
者
や
実
業
家
、
製
造
業
者
が
会
員
と
し

て
名
を
連
ね
、
い
わ
ば
産
学
協
同
の
組
織
と
な
っ

た
。
明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
9
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
大

日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』（
右
上
画
像
）
で
は
、
毎
月
、

研
究
者
の
報
告
な
ど
の
技
術
情
報
の
ほ
か
、
地
方
の

情
報
、
商
況
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の

知
識
や
経
験
の
共
有
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も

意
匠
標
本
は
『
窯
工
会
誌
』
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
８
月
ま
で
ほ
ぼ
毎
号
必
ず
掲

載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
遠
方
に
住
む
者
や
文
字
解

読
が
困
難
な
者
も
含
め
、
製
造
業
者
に
対
し
、
意
匠

標
本
に
よ
っ
て
陶
磁
器
業
の
改
善
の
具
体
的
な
目
的

『大日本窯業協会雑誌』創刊号の
表紙。『大日本窯業協会雑誌』は
公益社団法人日本セラミックス
協会の月刊英文論文誌として現
在まで続いている。

『大日本窯業協会雑誌』１巻１号　
大日本窯業協会　1892.9 ＜請求
記号 Z17-249 ＞

（上）美しく彩られた「古九谷窯向付皿」。
（左）見開きの折込図に描かれた「高麗皿」。
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（上）（下）「菓子器」とその平面図。平面図には
寸法も記載されている。

（上）ティーポットやカップの取っ
手も数多く描かれている。

（下）「馰競御幸画巻裾紋」より。

を
伝
え
る
意
図
が
あ
っ
た
。

　

本
書
の
意
匠
標
本
は
、創
刊
号
か
ら
３
巻
36
号（
明

治
28
（
１
８
９
５
）
年
８
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
中
よ
り

約
20
点
が
抜
粋
さ
れ
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
会
員
の

所
蔵
品
や
古
典
の
模
写
、
会
員
が
考
案
し
た
図
案
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
か
ら
は
伝
統
的
な
日
本
、

あ
る
い
は
ア
ジ
ア
の
雰
囲
気
が
漂
う
。
寸
法
な
ど
実

際
の
製
作
に
役
立
つ
情
報
も
あ
り
、
実
用
を
意
識
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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本書を編集した黒田政憲の肖像。陶器
学校や工業学校の校長を歴任。その傍
ら、クロース・コーレマン『定量分析書』、
カール・ランゲンベック『陶器製造化学』
等の訳書や、『実用製陶学』『瀬戸の陶業』
等の著書を出版し、日本の窯業の発展
に尽力した。

『大日本窯業協会雑誌』27 巻 4 号の冒頭
には追悼の辞が掲載されており、人柄
について「外は剛毅にして、内に熱血
を蔵し」と記されている。本書には黒
田の若き日の情熱が詰まっていると言
えよう。

『大日本窯業協会雑誌』27 巻 4 号　大日
本窯業協会　1918.12 ＜請求記号 Z17-
249 ＞

「无礙菴」「常真居士」はそれぞれ今泉
雄作の号であり、緑の印には「今泉雄
作氏寄贈本」とある。

○参考文献　※＜＞内は当館請求記号

外舘和子 著『日本近現代陶芸史』阿部出版　2016 ＜ KB372- 
L76 ＞
今給黎佳菜「近代日本陶磁器業における情報ネットワークの
発展」『技術革新と社会変革現場基点　社会技術革新学会誌』
６ 巻 １ 号　2013　http://s-innovation.org/doc/page2.cgi?id1
=1412833194&id2=1412833385
明治 ･ 大正時代の日本陶磁展実行委員会 編『明治・大正時代
の日本陶磁　産業と工芸美術』明治・大正時代の日本陶磁展
実行委員会　c2012 ＜ KB16-J1062 ＞
長井千春・宮崎清「大日本窯業協会雑誌の意匠標本にみる陶
磁器デザインの変遷」『デザイン学研究』54 巻 5 号　日本デザ
イン学会　2008 ＜ Z11-1454 ＞
山田雄久「明治中期における日本陶磁器業の情報戦略」『経済
史再考　日本経済史研究所開所 70 周年記念論文集』徳永光俊・
本多三郎 編　大阪経済大学日本経済史研究所、思文閣出版（製
作・発売）　2003 ＜ DC1-H3 ＞
吉田千鶴子「今泉雄作伝」『五浦論叢　茨城大学五浦美術文化
研究所紀要』6 号　茨城大学五浦美術文化研究所　1999.9 ＜
Z11-2617 ＞
日本輸出陶磁器史編纂委員会 編『日本輸出陶磁器史』名古屋
陶磁器会館　1967 ＜ DL561-10 ＞

『大日本窯業協会雑誌』１巻１号 - ３巻 36 号、27 巻 4 号　大日
本窯業協会　1892.9-1895.8、1918.12 ＜ Z17-249 ＞

『窯工会誌』1-4 号　窯工会　1891-1892 ＜雑 49-202 ＞

※ URL の最終アクセス日：令和 4 年 12 月 19 日
※引用の旧字は新字にしました。

　

な
お
本
書
を
編
集
し
た
黒
田
政
憲
（
１
８
７
０
～

１
９
１
８
）
は
、
東
京
工
業
学
校
陶
器
玻
璃
工
科
の

出
身
、ワ
グ
ネ
ル
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
た
一
人
だ
。

窯
工
会
か
ら
続
け
て
の
会
員
で
あ
り
、
本
書
刊
行
時

に
は
、
農
商
務
省
地
質
調
査
所
に
勤
め
て
い
た
。

　

本
書
を
刊
行
し
た
目
的
は
、
同
時
期
に
刊
行
さ
れ

た
『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
の
記
載
か
ら
は
わ
か

ら
な
い
。
奥
付
に
「
非
売
品
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

刊
行
部
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
会
員
や
関
係
者

に
向
け
て
作
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
冒
頭
の
図
案
に
押
さ
れ
た
印
は
、
明
治
・

大
正
期
の
美
術
史
家
、
鑑
識
家
で
あ
る
今
泉
雄
作

（
１
８
５
０
～
１
９
３
１
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る

（
左
上
画
像
）。
今
泉
は
明
治
27
（
１
８
９
４
）
年
に
京

都
市
美
術
工
芸
学
校
長
に
就
い
て
お
り
、
明
治
28

（
１
８
９
５
）
年
の
大
日
本
窯
業
協
会
の
第
３
回
総
会

に
第
４
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
の
肩
書
で
出
席

し
て
い
た
。
本
書
は
そ
う
い
っ
た
会
合
で
関
係
者
に

配
布
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
意
匠
の
改
善
の
た
め
、

美
術
家
な
ど
に
意
見
を
求
め
る
の
に
使
わ
れ
た
り
し

た
可
能
性
も
あ
る
。

　
『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
に
は
、
年
代
が
下
る

ご
と
に
海
外
製
品
の
模
写
や
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入
れ

た
意
匠
標
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
ら
と
比
較

す
る
と
、
明
治
28
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
の
図
案
は

ま
だ
ま
だ
古
典
的
な
装
飾
品
の
趣
を
残
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
本
書
か
ら
は
、
日
本
の
陶
磁

器
を
よ
い
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
関
係
者
の
静
か
な

意
気
込
み
や
、
各
図
案
を
も
と
に
作
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
陶
磁
器
の
美
し
さ
が
確
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

http://s-innovation.org/doc/page2.cgi?id1=1412833194&id2=1412833385
http://s-innovation.org/doc/page2.cgi?id1=1412833194&id2=1412833385
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林光の手稿譜を「読む」
吉田 宗彰

　令和 5年 1月 20日、国立国会図書館東京本館音楽・映像資料室では林光コレクショ

ンの追加公開を行いました。林光氏（1931-2012）は、管弦楽曲、器楽曲、合唱曲、

オペラ、映画音楽、音楽評論など多岐にわたる音楽活動で知られています。平成 27年

にご遺族から林氏の手稿譜及び作曲活動に関連する資料の寄贈を受け、平成 28年 3月

に第 1回目の公開を行いました。

　手稿譜は、作曲家本人による自筆譜等の手書きの楽譜のことで、作曲家の創作意図や

楽曲の創作過程をうかがい知ることができる貴重な資料です。また、このコレクション

には手稿譜のほか、コピー譜、印刷譜、携わった舞台や映画、テレビ番組の脚本、パン

フレット、チラシなどの関連資料も含まれています。今回の公開で手稿譜は合計 2,983

点、関連資料は合計 3,021 点となりました。

　この機会に、手稿譜と関連資料の整理作業に携わった、現代音楽家の吉田宗彰氏に、

林光コレクションの魅力についてご寄稿いただきました。

※�林光コレクションの利用については、リサーチ・ナビ「手稿譜及びその関連資料」をご覧ください。
　https://rnavi.ndl.go.jp/jp/avmaterial/manuscript.html

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/avmaterial/manuscript.html
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手
稿
譜
と
は
字
義
通
り
手
書
き
の
楽
譜

を
指
し
、
出
版
譜
と
は
異
な
り
定
型
化
さ

れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
の
定
型
化

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
厄
介
な
点
で

あ
り
、
ま
た
魅
力
的
で
も
あ
る
。

　
「
書
か
れ
た
楽
譜
は
、そ
れ
自
体
が
『
カ

リ
グ
ラ
フ
ィ
』、『
書
』
の
性
質
を
持
つ
。

［
…
…
］
そ
こ
に
は
、
作
曲
家
の
人
格
が
、

『
思
想
』
が
、
作
品
の
ス
タ
イ
ル
と
か
作

曲
家
の
流
派
と
か
が
、
あ
ら
わ
れ
て
し
ま

う
。」
と
林
光
（
１
９
３
１
～
２
０
１
２
）

は
述
べ
て
い
る
が
（
林 

１
９
８
１
：

２
５
９
頁
）、
印
刷
譜
で
は
捨
象
さ
れ
が

ち
な
こ
れ
ら
の
要
素
が
演
奏
に
大
き
く
関

与
し
て
く
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

た
め
自
筆
譜
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
演
奏

家
に
と
っ
て
も
大
切
な
仕
事
に
な
っ
て
く

る
。
ち
な
み
に
、上
記
引
用
部
に
続
い
て
、

記
譜
の
際
に
使
用
す
る
筆
記
用
具
に
つ
い

て
「
万
年
筆
と
鉛
筆
が
ベ
タ
ー
で
ボ
ー

ル
ペ
ン
は
、
や
や
落
ち
る
。」
と
あ
る
が
、

彼
の
資
料
の
中
に
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
譜
面
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
。
ま
た
様
々
な
種
類
の
五
線
紙
が
混
在

し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
文
房
具
を
吟
味

す
る
余
裕
す
ら
無
い
執
筆
時
の
多
忙
な
様

子
が
う
か
が
え
る
。

　

楽
譜
の
特
異
性
、
換
言
す
れ
ば
、
活
字

の
形
で
上
梓
さ
れ
る
文
学
と
異
な
る
因
子

の
一
つ
は
、
譜
面
は
音
楽
作
品
の
発
表
の

形
で
は
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
も
そ

も
楽
譜
と
は
中
間
生
成
物
で
あ
り
、
そ
の

段
階
で
は
ま
だ
音
楽
に
な
っ
て
い
な
い（
１
）。

し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
中
途
段
階
の

さ
ら
に
手
前
に
あ
る
手
稿
譜
は
、
出
版
譜

以
上
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
と
示
唆
に

富
ん
で
い
る
と
も
い
え
る
。

　

林
は
「
印
刷
さ
れ
る
作
品
（
だ
け
）
か

ら
、
そ
の
作
曲
家
の
作
風
の
全
体
像
や
、

評
価
（
重
要
度
）
を
お
し
は
か
る
こ
と
が
、

か
な
ら
ず
し
も
適
切
で
な
い
ば
あ
い
」
で

も
、
し
ば
し
ば
出
版
譜
が
決
定
的
な
影

響
力
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
が
（
林 

２
０
１
３
：
７
頁
）、
そ
の
一
方
で
、
出

版
さ
れ
て
い
な
い
楽
譜
を
見
る
機
会
が
一

般
に
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
手
稿
譜
が
作
曲
者
や
関
係

者
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ア
ク
セ

ス
が
難
航
す
る
こ
と
も
あ
る
。
林
の
指
摘

を
踏
ま
え
れ
ば
、
公
共
施
設
が
そ
れ
ら
を

保
存
・
公
開
す
る
こ
と
は
、
演
奏
家
や
研

究
者
の
み
な
ら
ず
作
曲
家
に
と
っ
て
、
ひ

吉田 宗彰 氏
明治学院大学大学院で林淑姫氏に師事。専門は作曲
および音楽学。現在オーストリアを中心に活動中。

撮影：伊藤 千里

林　光
（はやし　ひかる　1931-2012）

作曲家。1953 年《交響曲ト調》で芸術祭賞受賞。
作品のジャンルは多岐にわたる。合唱曲《原爆小景》
をはじめ、社会的メッセージをもった作品を数多
く発表する一方、日本語と音楽との自然な結びつ
きを探求。日本語による歌芝居の上演を続ける「オ
ペラシアターこんにゃく座」の芸術監督に就任、
多くの創作オペラを残した。また 1961 年のモス
クワ映画祭作曲賞を受賞した映画『裸の島』を含め、
多くの新藤兼人監督作品で音楽を担当した。
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④「MENUETTO」＜ Y871-001-Ms-02167 ＞

①「MENUETTE in G für KLAVIER SOLO」
＜ Y871-001-Ms-00306 ＞
※＜＞内は当館請求記号

《メヌエット�ト長調》

②「Menuett in G dur für Klavier Solo」 
＜ Y871-001-Ms-00307 ＞

③「Menuett」（注記「楽譜帳 1 光 作曲集 １」
収録）＜ Y871-001-Ms-02805 ＞

い
て
は
日
本
の
現
代
音
楽
の
振
興
に
と
っ

て
も
好
事
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
公
開
さ
れ
た
「
林
光
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
に
は
児
童
期
か
ら
晩
年
に
い
た

る
ま
で
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

作
曲
家
資
料
で
こ
れ
ほ
ど
網
羅
的
に
収
集

さ
れ
て
い
る
例
は
珍
し
い
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
、
最
初
期
の
作
品
で
あ
る
《
メ
ヌ

エ
ッ
ト 

ト
長
調
》
と
、
林
自
身
が
「
作

曲
家
と
し
て
の
ほ
ぼ
全
生
涯
に
わ
た
っ

て
、
書
き
つ
が
れ
た
」（
林 

２
０
０
１
）

と
述
べ
る
《
原
爆
小
景
》
に
つ
い
て
一
考

し
た
い
。

メ
ヌ
エ
ッ
ト�

ト
長
調

　

ピ
ア
ノ
独
奏
曲
で
あ
る
《
メ
ヌ
エ
ッ
ト

ト
長
調
》
は
１
９
４
０
年
に
作
曲
さ
れ
、

尾
高
尚
忠
（
１
９
１
１
～
１
９
５
１
）
に

初
め
て
指
導
を
受
け
た
曲
と
さ
れ
て
い

る（
２
）。

　

９
歳
頃
に
書
い
た
こ
の
曲
を
、
後
年
林

は
私
的
な
集
い
等
で
度
々
自
演
し
て
い

た
ら
し
く
、
ま
た
２
０
０
６
年
に
は
録
音

も
し
て
お
り
、
そ
の
演
奏
は
Ｃ
Ｄ（
３
）と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
に
関
す
る
資
料

の
成
立
時
期
は
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
作
曲
さ
れ
た
１
９
４
０

年
近
辺
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
るY871-

001-M
s-00306

（
以
下
①
）・Y871-001-

M
s-00307

（
以
下
②
）・Y871-001-M

s- 
02805

（
以
下
③
）、
そ
し
て
か
な
り
時
代

が
下
っ
て
か
ら
浄
書
さ
れ
たY871-001-

M
s-02167

（
以
下
④
）
が
存
在
す
る
。
最

後
の
一
点
は
使
用
さ
れ
た
五
線
紙
か
ら
し

て
前
の
三
点
と
の
年
代
の
違
い
は
明
ら
か

な
の
だ
が
、
こ
の
古
い
方
三
点
が
書
か
れ

た
順
番
を
特
定
す
る
の
が
な
か
な
か
難
し

い
。

　

手
始
め
に
楽
譜
に
書
か
れ
て
い
る
日

付
を
見
て
み
る
と
、
③
の
当
該
ペ
ー
ジ（
４
）

に
は
「
１
９
４
０
・
６
・
30
」、
①
に
は

「
15
年
６
月（
５
）
」、
②
に
は
「
５
ｔ
ｅ 

６
・

１
９
４
０（
６
）」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
載
が
あ
る（
７
）。

①
の
「
15
年
」
は
昭
和
15
年
と
考
え
れ
ば

１
９
４
０
年
と
一
致
す
る
の
で
都
合
が
い

い
。
こ
の
よ
う
な
お
ざ
な
り
で
場
当
た
り

的
な
判
断
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
。

　

続
い
て
内
容
の
比
較
に
移
る
。
こ
の
四

つ
の
楽
譜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
じ
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
い
く
つ
か
異

な
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
そ
の
中
の
一
点

を
注
視
し
て
検
討
を
加
え
る
。
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④ Y871-001-Ms-02167（5 連符）

① Y871-001-Ms-00306（16 分音符）

① Y871-001-Ms-00306（末尾）

② Y871-001-Ms-00307（5 連符）

③ Y871-001-Ms-02805（16 分音符）

右から①②のタイトルページ、③の表紙
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後
年
に
書
か
れ
た
④
の
第
19
小
節

（「Fine

」
と
書
か
れ
て
い
る
小
節
の
一
つ

前
）
の
３
拍
目
を
見
て
み
る
と
、
５
連
符

が
置
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
古
い
三
点

の
楽
譜
の
同
箇
所
は
、
①
で
は
16
分
音

符
、
③
も
16
分
音
符
、
②
で
は
５
連
符

と
な
っ
て
い
る
。
困
っ
た
こ
と
に
な
っ

た
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
最
初
に
書
か
れ

た
も
の
か
ら
最
も
若
い
④
に
向
か
っ
て
順

に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
く
は
ず
な
の

で
、
初
期
の
構
想
で
は
16
分
音
符
で
あ
っ

た
が
推
敲
し
た
結
果
５
連
符
と
し
た
、
と

な
る
。
し
か
し
そ
う
な
っ
て
く
る
と
「
５

ｔ
ｅ 

６
・
１
９
４
０
」
と
書
か
れ
て
い
る

②
が
古
い
三
点
の
資
料
の
内
で
最
後
に
作

成
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
①
の

「
15
年
６
月
」
は
い
い
と
し
て
も
、
③
の

「
１
９
４
０
・
６
・
30
」
と
は
辻
褄
が
合
わ

な
い
。
そ
こ
で
こ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
道

筋
を
い
く
つ
か
考
案
し
て
み
る
。

　

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
散
々
熟
慮

し
て
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
が
、
結

局
最
初
の
案
が
採
用
に
な
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
な
ら
ば
日

付
通
り
の
順
に
書
か
れ
た
と
し
て
問
題
は

な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
最
初
は
５
連
符

で
書
い
て
い
た
と
こ
ろ
に
尾
高
先
生
の
添

削
が
入
り
16
分
音
符
に
修
正
し
た
（
さ
れ

た
？
）
が
、
後
年
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
た
頃

に
元
の
自
分
の
案
に
そ
っ
と
戻
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
、
日
付
が
正
確
で
な
い
、
も
し

く
は
そ
れ
が
筆
記
し
た
日
で
は
な
く
別

の
日
を
表
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
あ

る
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
日
付
部

分
を
改
め
て
見
て
み
る
と
、
②
で
は
音
符

や
注
記
等
と
同
時
に
書
か
れ
た
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
が
、
③
の
「
１
９
４
０
・
６
・

30
」
は
記
譜
部
分
と
は
別
の
時
期
に
書

か
れ
た
よ
う
な
感
が
な
く
も
な
い（
８
）。
後

者
の
資
料
は
、
表
紙
に
「
光
作
品
集
Ⅰ
」

と
書
か
れ
た
最
初
期
の
楽
譜
帳
（
曲
集
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
後
に
本
人
が
整
理

を
し
た
際
、
記
憶
や
日
記
等
を
頼
り
に

年
月
日
を
書
き
込
ん
だ
の
だ
と
す
る
と
、

「
１
９
４
０
・
６
・
30
」
の
信
憑
性
は
幾
分

低
下
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
楽
譜
帳
に
は

作
曲
者
以
外
の
人
物
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ

た
箇
所
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

る（
９
）。
そ
う
な
る
と
こ
の
日
付
は
も
は
や
ほ

と
ん
ど
あ
て
に
な
ら
な
い
。

　

①
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
末
尾
に
後

か
ら
書
き
込
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
６
・

５
？
？
」（
？
？
は
判
読
不
能
）
と
読
め

そ
う
な
メ
モ
（
１
０
）が
あ
る
が
（
右
頁
３
段
目
）、

こ
こ
ま
で
来
た
か
ら
に
は
こ
れ
が
６
月
５

日
を
指
す
も
の
と
し
よ
う
。
そ
れ
な
ら
②

と
一
致
す
る
。
一
方
で
②
は
全
体
の
筆
跡

か
ら
清
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
類
推
で
き
る
。
す
る
と
考
え
ら
れ
る

の
は
、
６
月
５
日
に
16
分
音
符
版
を
書

き
、
追
っ
て
そ
れ
を
５
連
符
へ
と
変
更

し
、
そ
れ
が
そ
の
後
浄
書
さ
れ
②
が
成
立

し
た
が
、
そ
こ
に
は
筆
記
し
た
日
付
や

５
連
符
版
へ
改
訂
し
た
日
付
で
は
な
く
、

当
初
の
作
曲
日
と
し
て
「
５
ｔ
ｅ 

６
・

１
９
４
０
」
を
記
し
た
、
と
い
う
説
で
あ

る
。
こ
れ
な
ら
ば
道
理
に
か
な
う
。

　

個
人
的
に
は
、
添
削
を
元
に
戻
し
た
と

い
う
案
を
推
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
各
楽

譜
間
の
そ
の
他
の
差
異
を
比
較
し
て
み
て

も
ど
う
や
ら
空
振
り
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の

資
料
だ
け
で
は
一
義
的
な
見
解
に
た
ど
り

着
け
な
い
が
、
ど
う
も
林
少
年
は
紆
余
曲

折
を
経
ず
に
16
分
音
符
→
５
連
符
と
順
当

に
進
ん
だ
よ
う
だ
。
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原
爆
小
景

　

無
伴
奏
合
唱
曲
《
原
爆
小
景
》
の
成
立

過
程
に
つ
い
て
、
林
は
第
三
部
ま
で
を
書

き
終
え
た
数
年
後
に
以
下
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

『
原
爆
小
景
』
の
第
１
部
「
水
ヲ
下

サ
イ
」
は
１
９
５
８
年
に
、
第
２

部
「
日
ノ
暮
レ
チ
カ
ク
」
第
３
部

「
夜
」
は
１
９
７
１
年
に
か
い
た
。

こ
の
間
、
13
年
の
月
日
が
経
っ
て

い
る
し
、原
民
喜
の
詩
「
原
爆
小
景
」

を
は
じ
め
て
読
ん
だ
１
９
５
１
年

か
ら
か
ぞ
え
れ
ば
20
年
が
経
過
し

て
い
る
。（
林 

１
９
７
５
）

　

彼
は
事
あ
る
ご
と
に
、
原
民
喜

（
１
９
０
５
～
１
９
５
１
）
の
詩
集
『
原

爆
小
景
』
の
最
後
の
一
篇
で
あ
る
「
永
遠

の
み
ど
り
」
の
作
曲
に
挑
戦
し
て
は
い
た

も
の
の
、
な
か
な
か
完
成
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
つ
い
に
２
０
０
１
年
に

《
原
爆
小
景
》
の
第
四
部
と
し
て
発
表
さ

れ
、こ
の
合
唱
組
曲
は「
完
結
版
」と
な
る
。

　

作
曲
者
は
こ
の
曲
の
各
部
を
そ
れ
ぞ

れ
、
第
一
部
の
「
主
要
部
分
は
変
ロ
短
調

の
調
性
が
確
保
」
さ
れ
て
お
り
、
第
二
部

と
第
三
部
で
は「
作
風
が
一
変
し
て
、ト
ー

ン
ク
ラ
ス
タ
ー
お
よ
び
《
音
列
作
法
に
よ

ら
な
い
》
自
由
で
不
規
則
な
無
調
音
楽
と

が
混
在
」
し
、
第
四
部
で
は
「
ふ
た
た
び

調
性
の
世
界
が
あ
ら
わ
れ
る
」、
と
し
て

い
る
（
林 

２
０
０
１
（
１
１
））。

　

第
三
部
〈
夜
〉
は
、九
篇
か
ら
な
る
『
原

爆
小
景
』
の
う
ち
「
水
ヲ
下
サ
イ
」
を
含

む
六
篇
と
、
原
の
小
説
『
鎮
魂
歌
』
か
ら

の
抜
粋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三

部
の
も
の
と
思
わ
れ
る
草
稿
（Y871-001-

M
s-02331

）
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

先
に
記
し
た
林
の
説
明
と
は
異
な
り
、
音

列
作
法
な
い
し
は
そ
れ
に
類
す
る
手
法
を

試
み
た
形
跡
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
素
材
が
そ
の
ま
ま
楽

曲
中
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、

こ
の
音
列
に
基
く
和
音
が
書
か
れ
た
別
の

草
稿
（Y871-001-M

s-02332

）
に
は
、「
焼

ケ
タ
樹
木
ハ
マ
ダ
」
と
い
う
『
原
爆
小

景
』
の
一
篇
の
冒
頭
部
分
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
こ
の
合
唱
組
曲
に
は
使

わ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
当
初

は
、
音
列
作
法
に
よ
る
「
焼
ケ
タ
樹
木
ハ

マ
ダ
」
を
第
三
部
に
組
込
む
案
が
あ
っ
た
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の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
手
稿
譜

は
、
で
き
あ
が
っ
た
曲
か
ら
は
わ
か
ら
な

い
作
曲
経
緯
の
一
端
を
ほ
の
め
か
す
こ
と

も
あ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
林
は
、続
く
第
四
部〈
永

遠
の
み
ど
り
〉
の
作
曲
を
な
か
な
か
進
め

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の

ひ
と
つ
と
し
て
彼
は
、《
原
爆
小
景
》が「
社

会
参
加
の
音
楽
」
と
い
う
ふ
う
に
受
け
取

ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。〈
水

ヲ
下
サ
イ
〉
の
作
曲
は
林
に
と
っ
て
「
徹

頭
徹
尾
、
個
人
的
な
行
為
で
し
か
な
か
っ

た
」
が
、
だ
か
ら
こ
そ
「
あ
の
冷
た
く
重

い
こ
と
ば
を
、
二
週
間
ほ
ど
の
か
ぎ
ら
れ

た
期
間
で
う
ご
か
す
こ
と
」が
で
き
た（
林 

１
９
７
９
：
２
９
４
頁
）。
し
か
し
「
社

会
参
加
の
音
楽
」
と
し
て
の
《
原
爆
小

景
》
に
新
し
く
曲
を
加
え
よ
う
と
す
る
と

き
、
彼
は
「
核
の
恐
怖
が
な
に
ひ
と
つ
解

決
し
て
い
な
い
今
、《
ヒ
ロ
シ
マ
の
デ
ル

タ
に
若
葉
う
づ
ま
け

（
１
２
）》
な
ど
と
い
う
詩
句

に
作
曲
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
か
」（
林 

１
９
７
５
）
と
い
う
問
い
と
向
き
合
わ
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
《
原
爆
小
景
》
の
み
な
ら
ず
林
は
「
社

会
参
加
の
音
楽
」
を
多
数
書
い
て
き
た
。

そ
の
時
代
の
問
題
を
見
据
え
、
時
に
は
そ

れ
に
追
い
立
て
ら
れ
な
が
ら
も
作
曲
に
向

か
う
佇
ま
い
を
、
そ
の
自
筆
譜
の
筆
致
か

ら
気
色
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
二
作
品
に
つ
い
て
正
式
な
手

続
き
も
踏
ま
ず
夢
想
に
近
い
無
責
任
な
こ

と
を
列
挙
し
て
き
た
が
、
こ
の
中
に
正
解

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
全
て
見
当
違

い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
判
断
は
今
後
の

研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

「ゲンバクメモ」＜ Y871-001-Ms-02332 ＞
p.6 より

「ゲンバク」＜ Y871-001-Ms-02331 ＞
p.7 より

《原爆小景》



12国立国会図書館月報 742号 2023.2

■注
1�これに関しては議論の余地があると思うが、今回はそこに立ち入るのはご容赦いただき
たい。
2�尾高尚忠は作曲家、指揮者で、1930�年代にヨーロッパで音楽を学んだ。彼がオースト
リアから帰国したのは 1940 年 6月なので、その直後から林少年にレッスンをしていた
ことになる。
3�林光『ピアノの本』（2006 年録音）林光（ピアノ）AKADENSHA/ コジマ録音：ADS-
6、2006 年発売、CD
4�この資料は、《メヌエットト長調》以外にも数曲が記載された一冊の楽譜帳となっている。
5�「年」と「月」は後で書き足されたようにも見える。
6�1940 年 6月 5日
7�Y871-001-Ms-02167 に日付の記載はない。
8�その上にある「f6v（池）」は林の没後に資料を整理した際、作業者によって書き込まれ
たもの。
9�母親が光少年のために、彼の作品を筆写、清書したという説もある。この楽譜帳では
《メヌエットト長調》を含めいくつかの曲で、譜面の書き方がやや不自然なところもあり、
作曲者自身の筆によっていない部分が混在している可能性が高い。前後の作品に付され

た日付に鑑みると、これが書写日を指すとも考えにくいが、この資料の成立環境につい
ては不明な点が多いので、これ以上の言及は控えたい。
10�記譜部とは異なる筆記用具が用いられている。
11�ここで林は、第一部の主要部分と第四部には長調や短調といった伝統的な調の感覚が
あるが、第二部と第三部はそうではないと述べている。「クラスター（トーンクラスター）」
とは、全音や半音、もしくはさらに狭い音程間隔で密集した音の塊を指し、「音列作法」は、
任意の音列に基く楽曲構成法で、どちらも 20世紀の音楽の手法。
12�〈永遠のみどり〉の冒頭部。

■参考文献　
林光　1975　「終らない主題の終り」1975年 10月30日の演奏会のパンフレット
� 東京混声合唱団第70回定期演奏会　東京文化会館小ホール
　　　1979　『ひとりのゴーシュとして』東京：一ツ橋書房
　　　1981　『音楽のつくりかた　林光　仕事日記』東京：晶文社
　　　2001　�演奏会プログラムの曲目解説　林光・東混八月のまつり　No.22　2001年 8

月9日　カザルスホール
　　　2013　『現代作曲家探訪記　楽譜からのぞく世界』東京：ヤマハミュージックメディア

林光は時代や社会に厳しく対峙して多岐にわたる音楽活
動を行い、さまざまなジャンルの作品を数多く残したが、
中でもオペラは、日本語オペラの領域に新たな展開をも
たらしたという観点で重要である。ここでは二つの作品
を紹介する。

「Oper　 オ ペ ラ　 白 墨 の 輪 」 ＜ Y871-001-Ms- 
02304 ＞

《白墨の輪》はベルトルト・ブレヒト（1898-1956）
の戯曲『コーカサスの白墨の輪』に基づくオペラ。
消された文字はタイトルのドイツ語表記を意図した
ものと思われる。

「オペラ セロ弾きのゴーシュ 宮澤賢治「セロ弾きのゴーシュ」
による」＜ Y871-001-Ms-00071 ＞

これはオペラの楽譜だが、『セロ弾きのゴーシュ』を題材に
した林の音楽はほかにもある。

「ゴーシュノート」＜ Y871-001-Ms-02287 ＞
表紙に『ゴーシュノート［１］』と書かれたルーズリーフ束の内の
一枚。推敲の跡が見られる。

《白墨の輪》

《セロ弾きのゴーシュ》

林光のオペラ
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南北に細長い建物の南西面（奥に見えるのは京都を代表する山の一つ、比叡山）

街灯の点いた西側の舗装路

京都府立京都学・歴彩館

　

東
寺
百
合
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
一

級
文
書
の
所
蔵
で
も
知
ら
れ
る
京
都
府

立
京
都
学
・
歴
彩
館
は
、
図
書
館
と
し

て
文
書
館
と
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
立
ち

位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

同
館
は
、
ど
の
よ
う
に
資
料
を
収
集

し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

国
立
国
会
図
書
館
か
ら
同
館
に
出
向

し
て
い
る
職
員
に
加
え
、
前
身
の
京
都

府
立
総
合
資
料
館
時
代
か
ら
40
年
近
く

資
料
の
寄
贈
に
携
わ
っ
て
き
た
職
員
の

特
別
寄
稿
か
ら
、
資
料
と
人
が
出
会
う

こ
と
の
醍
醐
味
を
探
り
ま
す
。
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加
藤 

大
地 

（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館 

資
料
課
）

　

お
膝
元
の
京
都
で
も
ま
だ
あ
ま
り
耳
馴
染
み

の
な
い
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
が
誕
生
し

た
の
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
12
月
の
こ
と
。

そ
れ
ま
で
約
半
世
紀
に
わ
た
り
京
都
に
関
す
る

資
料
を
総
合
的
に
収
集
し
、
保
存
し
、
公
開
し

て
き
た
の
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
で
し
た

が
、
老
朽
化
と
収
蔵
対
策
の
た
め
同
館
を
新
た

に
組
み
換
え
、
京
都
府
立
大
学
と
連
携
し
な
が

ら
京
都
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
研
究
支
援
や

学
習
、
交
流
の
拠
点
と
す
る
べ
く
京
都
学
・
歴

彩
館
は
誕
生
し
ま
し
た
。
場
所
は
か
つ
て
の
総

合
資
料
館
か
ら
ほ
ん
の
１
０
０
ｍ
ほ
ど
南
に
下

が
っ
た
と
こ
ろ
、
府
立
大
学
附
属
図
書
館
や
同

文
学
部
と
建
屋
を
共
有
す
る
複
合
的
な
施
設
で

す
。
近
く
に
は
他
に
も
学
校
が
い
く
つ
か
あ
り
、

ま
た
隣
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
京
都
府
立

植
物
園
が
あ
る
な
ど
、
辺
り
一
帯
は
落
ち
着
い

た
文
教
地
区
と
言
え
ま
す
。
そ
の
一
角
を
占
め

る
歴
彩
館
の
２
階
に
京
都
資
料
総
合
閲
覧
室
が

あ
り
、
旧
館
か
ら
引
き
継
い
だ
資
料
は
そ
こ
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

筆
者
は
令
和
３
～
４
年
度
の
２
年
間
を
こ
こ

で
過
ご
す
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

歴
彩
館
に
は
多
様
な
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、

大
別
す
る
と
古
文
書
、
公
文
書
、
そ
れ
に
図
書

や
雑
誌
・
新
聞
等
の
出
版
物
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

古
文
書
に
は
、
国
宝
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の

「
世
界
の
記
憶
」
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
東
寺

百
合
文
書
を
筆
頭
に
、
京
都
に
伝
わ
る
文
書
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
公
文
書
は
京
都
府
が
明
治
以

降
、
連
綿
と
作
成
し
て
き
た
も
の
で
、
昭
和
21

年
以
前
の
も
の
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
何
れ
も
第
一
級
の
資
料
（
史
料
）

で
す
。

ありし日の総合資料館（今も建物はそのまま残っている。）

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
勤
務
し
て
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2 階京都資料総合閲覧室の入口

館内に掲示されたポスターが訪れる利用
者の足を 2 階の閲覧室へと誘う。

東寺百合文書 WEBトップページ。国宝の文書をデジタル画像で見ることがで
きる。https://hyakugo.pref.kyoto.lg.jp/

行政文書の一例。「叡山電気鉄
道一件 ( 大正 13 年度 )」

https://hyakugo.pref.kyoto.lg.jp/


16国立国会図書館月報 742号 2023.2

（右）『平家物語 　卷第二』冒頭　語り本の八坂流系統のなかで、古い形態
をとどめる屋代本。

（下）古活字による『白樂天』。印刷された京都の地に因んで嵯峨本と呼ばれる。

　

そ
し
て
出
版
物
で
す
。
こ
れ
に
は
、
い
わ
ゆ

る
古
典
籍
も
含
ま
れ
、
中
に
は
書
誌
学
的
・
文

献
学
的
に
み
て
重
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

例
を
あ
げ
れ
ば
、
平
家
物
語
の
伝
本
の
一
つ
で

あ
る
室
町
時
代
の
屋
代
本
、
江
戸
初
期
に
出
版

さ
れ
た
古
活
字
本
、
京
都
の
地
誌
や
地
図
な
ど

で
す
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
貴
重
な
資
料
を
当
館
で

は
デ
ジ
タ
ル
化
し
、「
京
の
記
憶
ア
ー
カ
イ
ブ
」

と
い
う
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
中
心
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　

更
に
、
去
年
の
10
月
か
ら
は
そ
の
一
部
に
つ

い
て
国
立
国
会
図
書
館
と
連
携
し
、
ジ
ャ
パ
ン

サ
ー
チ
か
ら
も
検
索
・
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
の
目

に
ふ
れ
、
当
館
の
資
料
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
多
種
多
様
の
資
料
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
京
都
府
内
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
や

雑
誌
、
京
都
に
関
連
す
る
図
書
は
も
ち
ろ
ん
、

府
内
の
自
治
体
や
各
種
団
体
の
刊
行
物
、
記
念

誌
、
地
図
等
々
。
中
に
は
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
よ
う
な
写
真
帖
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
手
書

き
の
原
稿
な
ど
も
あ
り
、
ま
さ
に
前
身
で
あ
る

総
合
資
料
館
の
名
の
と
お
り
、
と
て
も
多
彩
で

厚
み
の
あ
る
蔵
書
で
す
。

　

旧
館
開
館
以
来
、
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た

こ
れ
ら
の
蔵
書
が
今
の
京
都
学
・
歴
彩
館
を
支

え
る
屋
台
骨
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
館
を
支
え
る
も
う
一
つ
の
大

切
な
も
の
に
出
向
中
、
気
が
付
き
ま
し
た
。
屋

台
骨
と
相
ま
っ
て
歴
彩
館
を
〝
生
き
た
〟
建
物

た
ら
し
め
て
い
る
も
の
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が

人
で
す
。

　

職
員
は
、
所
蔵
す
べ
き
資
料
が
な
い
か
細
大

漏
ら
さ
ぬ
よ
う
新
刊
か
ら
古
書
ま
で
幅
広
く
見

渡
し
、
必
要
と
あ
ら
ば
著
者
や
出
版
社
等
に
連

絡
し
て
寄
贈
を
依
頼
し
た
り
、
古
書
を
買
付
け

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
蔵
書
に
加
え

た
後
は
格
別
の
愛
情
を
も
っ
て
資
料
を
扱
い
、

で
き
る
だ
け
永
く
良
好
な
状
態
で
保
存
し
、
受

け
継
い
で
い
く
た
め
に
補
修
な
ど
必
要
な
手
を

加
え
ま
す
。
資
料
に
通
じ
る
職
員
を
育
む
風
土

が
こ
こ
に
は
あ
り
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
当
館

の
も
う
一
つ
の
財
で
す
。

　

そ
し
て
利
用
者
も
ま
た
、
こ
の
列
に
加
わ
っ

て
歴
彩
館
を
支
え
て
い
る
存
在
で
す
。
古
文
書

に
せ
よ
公
文
書
に
せ
よ
出
版
物
に
せ
よ
、
資
料

を
尊
重
し
、
熱
心
に
読
む
利
用
者
の
姿
を
幾
度

と
な
く
目
に
し
ま
し
た
。

　

資
料
と
職
員
・
利
用
者
の
幸
福
な
関
係
、
そ

れ
は
ど
の
図
書
館
や
文
書
館
等
に
と
っ
て
も
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
朝
一
夕
に
成
立
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
京
都
に
そ
れ
を
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実
現
し
て
い
る
館
が
あ
る
こ
と
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
誠
に
貴
重
な
体
験
で
し

た
。

デジタル化風景。国文学研究資料館と協働で毎年少しずつ
デジタル化を進めている。

（上）京の記憶アーカイブ「簡易検索」。出版物や文書等が検索できる当館のデジタルアー
カイブ。http://www.archives.kyoto.jp/

（下）ジャパンサーチからも京の記憶アーカイブ（一部）が検索・利用できるようになった。
https://jpsearch.go.jp/database/kyoto

（上）資料の補修に使われる道具の数々
（右）所蔵資料を紹介する恒例の「資料に親しむ会」
風景。筆者も令和 4 年 6 月に講師を務めた。

http://www.archives.kyoto.jp/
https://jpsearch.go.jp/database/kyoto
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様
々
な
寄
贈
資
料
に
み
る

　
歴
彩
館
の
資
料
収
集
う
ら
ば
な
し
　

　

今
か
ら
40
年
程
前
、
筆
者
が
京
都
府
立
京
都

学
・
歴
彩
館
（
以
後
、「
歴
彩
館
」
と
い
う
。）

の
前
身
の
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
以
後
、「
資

料
館
」
と
い
う
。）
の
閲
覧
担
当
に
配
属
さ
れ

て
最
初
に
覚
え
た
仕
事
は
、
冊
子
体
で
刊
行
さ

れ
て
い
た
週
刊
の
『
日
本
全
国
書
誌
』
を
見

て
、
担
当
す
る
主
題
の
非
市
販
資
料
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
寄
贈
依
頼
を
す
る
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

先
輩
に
は
「
我
々
の
仕
事
は
古
紙
回
収
業
で
あ

る
」
と
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
蔵
書
家
の
御
遺

族
や
旧
家
の
御
当
主
か
ら
「
資
料
館
で
役
に
立

つ
も
の
が
あ
れ
ば
寄
贈
し
た
い
」
と
い
う
申
し

出
を
受
け
て
、
資
料
収
集
の
た
め
に
参
上
す
る

こ
と
を
古
紙
回
収
業
と
称
し
た
も
の
で
す
。
大

量
の
資
料
に
圧
倒
さ
れ
た
り
、
旧
家
の
蔵
で
ネ

ズ
ミ
に
先
を
越
さ
れ
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
り

と
悲
喜
こ
も
ご
も
の
収
集
業
で
す
が
、
事
程
左

様
に
、
歴
彩
館
の
蔵
書
の
一
番
の
特
徴
は
「
寄

贈
資
料
が
多
い
」
と
い
う
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
故
吉
田
光

邦
氏
旧
蔵
の
吉
田
文
庫
は
、
３
万
３
千
冊
の
図

書
・
雑
誌
に
加
え
て
現
物
資
料
も
含
ま
れ
る
一

大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
他
に
も
元
京
都
府
知

事
の
故
蜷
川
虎
三
氏
旧
蔵
の
蜷
川
統
計
学
文
庫

や
、
俳
諧
書
の
松
宇
文
庫
旧
蔵
資
料
な
ど
特
色

あ
る
寄
贈
資
料
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
化
勲
章
を
受
賞
さ
れ
た
京
都
の
日
本
画

家
、
池
田
遙よ

う
そ
ん邨
（
１
８
９
５
～
１
９
８
８
年
）

氏
と
そ
の
御
遺
族
か
ら
も
、
大
量
の
資
料
の
寄

贈
を
受
け
て
い
ま
す
。
筆
者
は
、
遙
邨
氏
の
没

後
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
受
け
入
れ
を
担
当
し

ま
し
た
。
複
本
調
査
（
当
時
は
カ
ー
ド
目
録
で

し
た
）
に
始
ま
る
一
連
の
作
業
に
奮
闘
し
た
こ

と
は
若
き
日
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

こ
の
遙
邨
氏
の
旧
蔵
資
料
の
中
に
、
ぜ
ひ
御

紹
介
し
た
い
二
つ
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。『
震

災
ス
ケ
ッ
チ
』
と
い
う
絵
は
が
き
集
と
土
田
麦ば

く

僊せ
ん

の
『
麦
僊
画
集
』
の
特
装
版
で
す
。

　

ま
ず
『
震
災
ス
ケ
ッ
チ
』
は
、
関
東
大
震
災

の
発
生
直
後
に
洋
画
家
の
鹿か

の
こ
ぎ

子
木
孟た
け
し
ろ
う
郎
に
誘
わ

 最近寄贈いただいた華道関係の資料

 

松
田 

万
智
子

（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館 

資
料
課
）
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 『震災スケッチ』池田遙村（後に雅号を「遙邨」
と改めた。）

れ
て
被
災
地
に
赴
き
、
そ
の
惨
状
を
ス
ケ
ッ
チ

し
た
作
品
を
絵
は
が
き
に
し
た
も
の
で
す
。
報

道
画
家
と
で
も
い
う
べ
き
責
務
を
感
じ
て
の
行

動
で
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
画
の
展
覧
会
が
京
都
や

東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。『
震
災
ス
ケ
ッ
チ
』

は
、
こ
の
展
覧
会
の
会
場
で
販
売
さ
れ
た
も
の

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
芸
術
的
な
評
価
は
も
と
よ

り
、
関
東
大
震
災
の
記
録
と
し
て
も
貴
重
な
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
寄
贈

を
受
け
た
時
点
で
は
、
筆
者
に
と
っ
て
関
東
大

震
災
と
は
、
遠
い
過
去
の
出
来
事
で
あ
り
、
他

の
作
品
と
は
趣
が
異
な
る
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
作

品
と
い
う
認
識
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
体
験
し
た
こ
と
で
、
絵
は
が
き
に
秘
め
ら
れ

た
遙
邨
氏
等
の
思
い
と
行
動
を
よ
う
や
く
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た

次
第
で
す
。

　

次
に
『
麦
僊
画
集
』
は
、
普
及
版
も
所
蔵
し

て
い
ま
し
た
が
、
遙
邨
氏
旧
蔵
資
料
は
特
装
版

で
、
越
前
和
紙
を
使
用
、
口
絵
の
舞
妓
は
精
緻

な
木
版
画
で
、
価
格
は
38
円
、
こ
れ
は
当
時
の

小
学
校
教
員
の
初
任
給
程
の
値
段
で
し
た
。
直

接
申
込
者
に
は
「
自
署
」
と
あ
り
、
麦ば
く
せ
ん僊
の
サ

イ
ン
と
落
款
も
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
２
年
の
あ
る
日
の
こ
と
、
筆
者
は
こ

の
『
麦
僊
画
集
』
の
所
蔵
調
査
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
を
受
け
ま
し
た
。
依
頼
者
は
大
塚
融
氏
で
、

口
絵
の
摺
師
、大
岩
徳
蔵
氏
の
御
子
息
か
ら
「
幼

い
日
に
み
た
舞
妓
の
絵
を
見
た
い
」
と
の
依
頼

を
受
け
て
の
問
い
合
わ
せ
で
し
た
。
特
装
版
の

『
麦
僊
画
集
』
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
大

岩
氏
の
記
憶
に
残
る
舞
妓
は
ま
さ
に
こ
の
舞
妓

で
「
冥
途
の
土
産
に
な
っ
た
」
と
、
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
利
用
者

か
ら
、
我
々
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
資
料
の
値

打
ち
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
遙
邨
氏
の
旧
蔵
資
料
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
つ
ま
り
、
歴
史
的
な
出
来
事
や

利
用
者
と
の
出
会
い
の
中
で
資
料
の
魅
力
を
発

見
し
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
、『
総
合
資
料
館
だ
よ
り
』
に
「
館
蔵

資
料
紹
介　

池
田
遙
邨
氏
旧
蔵
資
料
」
を
執
筆

し
、
大
塚
氏
に
お
送
り
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
ま
た
次
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
は
「
小
西
大
東
」
と

い
う
、
洒
落
の
よ
う
な
名
前
の
謎
の
人
物
に
つ

い
て
の
調
査
依
頼
で
し
た
。
児
島
嘉
一
氏
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
『
商
工
祭
豊
公
入
場
列
絵
巻
』

（
後
日
、
大
阪
城
天
守
閣
に
寄
贈
）
に
あ
る
「
平

安　

歌
屋
大
東
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人

物
か
「
平
安
＝
京
都
の
資
料
館
な
ら
わ
か
る
の

 『麥僊畫集［特装版］』（土田麦僊画）扉には麥僊自筆の署名と落款がある。
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で
は
」
と
期
待
さ
れ
て
の
お
尋
ね
で
し
た
。「
歌

屋
」
は
号
で
、
児
島
氏
の
元
に
は
小こ

に
し西

大だ
い
と
う東

か

ら
の
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
京
都
の
資
料
館
な
ら
」
と
い
う
期
待
と
は

裏
腹
に
、
調
査
は
難
航
し
ま
し
た
。
唯
一
『
京

都
府
紳
士
名
鑑
』（
１
９
１
７
年
刊
）
に
、「
実

業
新
聞
社
長
」
と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当

初
は
「
実
業
新
聞
」
に
つ
い
て
も
住
所
以
外
の

詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
し
た
。『
京
都
出
版
史
』

に
木
版
の
菓
子
の
図
案
帖
で
あ
る
『
新
年
菓
帖　

勅
題
干
支
』
の
著
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
僅
か
な
手
が
か
り
を
辿
り
つ
つ
資
料
に

あ
た
り
、
何
人
も
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重

ね
な
が
ら
調
査
を
進
め
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も

人
物
像
が
浮
か
び
上
が
っ
た
頃
、
あ
る
事
実
が

判
明
し
ま
す
。
資
料
館
に
所
蔵
す
る
『
新
年
菓

帖  

勅
題
干
支
』
が
、
実
は
小
西
大
東
の
旧
蔵

資
料
で
、
大
東
の
甥
に
あ
た
る
方
か
ら
の
寄
贈

資
料
だ
っ
た
の
で
す
。
書
庫
の
中
で
資
料
を
確

認
す
る
と
、
以
前
は
目
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た

「
歌
屋
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
き
、
鳥
肌
が
た
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
調
べ
れ
ば
調
べ

る
ほ
ど
次
々
に
新
た
な
事
実
が
判
明
し
、
そ
の

過
程
で
多
く
の
人
々
と
出
会
い
ま
し
た
。
現
代

に
生
き
る
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
大
東
と
同
時
代

の
京
都
に
生
き
た
人
々
と
の
巡
り
会
い
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
池
田
遙
邨
氏
の
旧
蔵
資
料
が
縁

で
大
塚
融
氏
と
出
会
い
、
小
西
大
東
と
出
会
っ

た
こ
と
は
、
筆
者
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
出

来
事
と
な
り
ま
し
た
。（
一
連
の
調
査
の
記
録

は
『
資
料
館
紀
要
』
に
５
回
に
亘
っ
て
連
載
し

て
い
ま
す
。）

　

こ
の
よ
う
に
、
歴
彩
館
で
の
業
務
は
、
資
料

と
人
と
の
出
会
い
の
連
続
で
、
時
に
は
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
出
会
い
が
平
凡
な
日
常
に
彩
り

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
歴
彩
館
で
働

く
醍
醐
味
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
本
来
、
歴
彩
館
な
ら
で
は
の
資
料
と
の

出
会
い
を
享
受
い
た
だ
く
主
人
公
は
、
こ
こ
に

し
か
な
い
資
料
を
探
し
求
め
て
来
館
さ
れ
る
利

用
者
の
皆
さ
ま
で
す
。
そ
の
出
会
い
を
取
り
持

つ
た
め
に
、
職
員
は
日
々
、
資
料
収
集
に
励
ん

で
い
ま
す
。
現
在
は
、
華
道
資
料
の
収
集
家
の

御
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
お
よ
そ
２
１
０
０

冊
に
お
よ
ぶ
古
典
籍
を
中
心
と
す
る
華
道
資
料

の
受
入
作
業
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
拙

稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
閲
覧
提
供
で
き
る
予

定
で
、
当
館
展
示
室
で
の
展
覧
会
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
資
料
に
会

い
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

 『新年菓帖 　勅題干支　巻の 5』（小西大東編）

※新幹線イラストの出典：シルエットAC　https://www.silhouette-ac.com

https://www.silhouette-ac.com
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問
題
で
す
。「
牛
津
大
学
」
と
は
、
ど
こ
の
大
学
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
漢
字
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

現
在
中
国
語
で
用
い
ら
れ
る
表
記
で
す
が
、
近
代
の
日
本

で
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

憲
政
資
料
室
で
は
、
近
現
代
の
日
本
の
政
治
家
や
官
僚

の
個
人
文
書
等
を
収
集
し
、
研
究
者
等
が
利
用
で
き
る
よ

う
、
整
理
し
た
後
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
資
料
の
公
開
に

向
け
て
資
料
リ
ス
ト
を
作
る
た
め
に
、
現
物
に
触
れ
た
り

参
考
情
報
を
確
か
め
た
り
す
る
と
き
、
当
時
の
言
葉
遣
い

や
社
会
の
あ
り
よ
う
を
再
発
見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
問
題
の
答
え
合
わ
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。
牛
は

ｏ
ｘ
、
津
は
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
。
つ
ま
り
、
英
国
の
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
こ
と
で
す
。
こ
の
表
記
は
、
明
治
時
代

に
留
学
等
で
英
国
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
人
物
の
手
紙
か
ら

見
つ
け
ま
し
た
。
近
代
化
と
国
際
化
に
取
り
組
も
う
と
す

る
か
つ
て
の
日
本
人
の
姿
が
浮
か
び
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
業
務
は
昔
々
の
資
料
と
に
ら
め
っ
こ

す
る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、こ
れ
ら「
憲

政
資
料
」
は
主
に
個
人
や
団
体
か
ら
当
館
へ
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
資
料
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
と

の
連
絡
や
手
続
き
等
の
対
応
も
あ
る
か
ら
で
す
。
出
版
者

か
ら
の
納
本
に
加
え
て
、
個
人
か
ら
の
寄
贈
も
当
館
の
資

料
収
集
の
重
要
な
機
会
と
い
え
ま
す
。

　

ご
先
祖
の
資
料
を
適
切
な
機
関
に
寄
贈
し
た
い
と
の
お

考
え
で
、
ご
子
孫
が
当
館
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
資
料
を
お
引
き
受
け
す
る
と
き
に
、
元
の
持

ち
主
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
っ
た
り
、
資
料
が
遺
さ
れ
た

い
き
さ
つ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
中
に
は
、
寄
贈
手
続
き
書
類
へ
の
押
印
の
た
め
に
、

ご
自
宅
で
大
切
に
な
さ
っ
て
い
る
判
子
を
使
っ
て
く
だ
さ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
資
料
は
寄
贈
者
に
と
っ
て
も
大
切

な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
で
広
く
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の

ご
意
思
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

憲
政
資
料
室
の
始
ま
り
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
開
館

し
て
間
も
な
い
昭
和
24
年
９
月
。
戦
前
か
ら
続
く
歴
史
資

料
の
収
集
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
散

逸
を
防
ぐ
意
図
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
は
下
り
、
い

ま
や
昭
和
ど
こ
ろ
か
平
成
で
さ
え
歴
史
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
代
々
の
担
当
者
と
変
わ
ら
ず
、
資
料
だ

け
で
な
く
資
料
室
の
目
的
や
志
を
受
け
継
ぐ
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

（
政
治
史
料
課 

憲
政
資
料
係　

の
り
ま
さ
）

史と志をつなぐ 

憲政資料室所蔵資料の例　辞令（任司法少輔）　 　
＜宍戸璣関係文書（その2）123＞
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百香繚乱  高砂コレクション
香りの図鑑  特別版
冨田章・森谷美保 監修
高砂香料工業株式会社 刊
2020.2
191p 図版 [16] 枚 ; 26cm 
<請求記号 KB16-M384>

　

香
り
と
は
鼻
で
楽
し
む
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
香
り
と
の
「
出
会
い
」
に
お
い
て

は
、
目
も
重
要
な
役
割
を
担
う
。
私
た
ち
が

偶
然
出
会
う
香
り
は
、
た
い
て
い
の
場
合
ま

ず
嗅
覚
を
刺
激
す
る
（
た
と
え
ば
、
街
中
で

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
至
福
の
瞬

間
！
）。
一
方
で
、
意
図
的
に
香
水
な
ど
の

未
知
の
香
り
と
出
会
う
と
き
は
、
容
器
の
デ

ザ
イ
ン
、
説
明
書
き
な
ど
の
視
覚
情
報
が
そ

の
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
だ
。

　

今
回
は
、
目
で
香
り
と
の
出
会
い
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、『
百
香
繚
乱　

高

砂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
香
り
の
図
鑑　

特
別
版
』

を
ご
紹
介
す
る
。
本
書
は
、
２
０
２
０
年
、

高
砂
香
料
工
業
株
式
会
社
の
創
業
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
同
社

の
「
高
砂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
う
ち
２
３
６

点
が
写
真
付
き
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
と
、
香
り
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
道
具
が
、
ま
さ
に
百
花
繚
乱
の
ご
と
く

色
鮮
や
か
に
咲
き
乱
れ
、
眺
め
て
い
る
だ
け

で
も
心
の
踊
る
一
冊
で
あ
る
。

　

本
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
紀
元
前
10
世
紀
キ
プ
ロ
ス
の
古
代
土
器

「
彩
文
注
酒
器
形
香
油
壺
」
に
始
ま
る
。
当

時
の
香
り
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
香
油
は
、

宗
教
的
儀
式
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
王
や

貴
族
の
間
で
は
、
嗜
好
品
、
化
粧
品
と
し
て

も
好
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
代
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
の
ガ
ラ
ス
の
発
明
の
後
、
紀

元
前
後
頃
に
吹
き
ガ
ラ
ス
製
法
が
発
明
さ
れ

る
と
、ガ
ラ
ス
製
品
の
生
産
が
増
大
し
、ロ
ー

マ
帝
国
の
交
易
品
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。
時
は
進
み
17
・
18
世
紀
に
な
る

と
、
ア
ル
コ
ー
ル
抽
出
法
の
発
展
に
よ
り
香

水
文
化
が
広
ま
り
、
そ
の
容
器
も
多
様
化
し

た
。
た
と
え
ば
、
当
時
流
行
し
た
携
帯
用
香

水
瓶
の
一
つ
で
、
観
劇
用
望
遠
鏡
の
機
能
を

備
え
た
カ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
香
水
瓶
な
ど
は
発
想

が
面
白
い
。
室
内
用
の
も
の
で
は
、
色
ガ
ラ

ス
に
金
彩
の
文
様
が
描
か
れ
た
ボ
ヘ
ミ
ア

ン
・
ガ
ラ
ス
の
香
水
瓶
は
、
形
状
、
色
合
い

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
実
に
美
し
い
。
19
・
20

世
紀
に
な
る
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、ア
ー

ル
・
デ
コ
の
対
照
的
な
美
術
様
式
が
流
行

し
、
香
水
瓶
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が

多
い
。
中
で
も
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク（
１
８
６
０

～
１
９
４
５
）
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ

は
、
本
書
の
中
で
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を

放
っ
て
い
る
。当
時
の
カ
タ
ロ
グ
・
ポ
ス
タ
ー

な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
現
代
で
も
つ
い

買
い
た
く
な
る
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
香
水
瓶

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
江
戸

時
代
以
降
の
香
箱
や
香
炉
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
寝
て
い
る
間
に
香
を

焚
い
て
髪
に
香
り
を
付
け
る
と
い
う
工
夫
が

施
さ
れ
た
香
枕
や
、
立
体
的
・
豪
華
な
装
飾

が
西
欧
で
人
気
を
博
し
た
芝し
ば
や
ま
ざ
い
く

山
細
工
の
香

炉
、
桃
色
・
青
色
な
ど
鮮
や
か
な
色
が
あ
し

ら
わ
れ
た
「
七し
っ
ぽ
う
か
ち
ょ
う
も
ん
こ
う
ろ

宝
花
鳥
文
香
炉
」
な
ど
の
作

品
が
あ
る
。
ま
た
、
香
道
伝
書
な
ど
の
日
本

の
香
り
文
化
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　

香
り
の
文
化
・
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
た
贅
沢

な
一
冊
で
あ
り
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
、
古
く

か
ら
香
り
を
楽
し
ん
で
き
た
人
々
の
息
遣
い

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。　
（
西
村 

葉は
す
み純
）



N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s

23 国立国会図書館月報 742号 2023.2

令
和
４
年
度
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
「
格
差
、
分
配
、

経
済
成
長
」

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
格
差
、
分
配
、
経
済
成
長
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
世
界
的
に
著

名
な
経
済
学
者
で
格
差
問
題
の
第
一
人
者
の
１
人
で
あ
る
デ
ブ

ラ
ジ
・
レ
イ
（Prof. D

ebraj Ray

）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
教

授
に
よ
る
基
調
講
演「
所
得
分
配
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
の
未
来
（
仮
題
）」
と
、
田
中
隆
一
東
京
大
学

教
授
に
よ
る
解
説
、
専
門
家
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
我
が
国
の
課
題
を
考
察
し
ま
す
。

○
日
時　

令
和
５
年
３
月
15
日
（
水
）
14
時
～
17
時

○
開
催
方
法　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（Cisco W

ebex 
使
用
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

〔
基
調
講
演
〕

　

デ
ブ
ラ
ジ
・
レ
イ
氏（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
経
済
学
部
教
授
）（
録
画
）

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

田
中
隆
一
氏
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
・
国
立
国
会
図

書
館
客
員
調
査
員
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

小
塩
隆
士
氏
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
）

　

森
口
千
晶
氏
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
教
授
）（
予
定
）

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
情
報
」
に
開
設

す
る
申
込
ペ
ー
ジ
か
ら
令
和
５
年
３
月
14
日
（
火
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
人
数　

３
０
０
名
程
度
（
申
込
先
着
順
）

○
問
合
せ
先　

調
査
及
び
立
法
考
査
局 

調
査
企
画
課 

連
携
協
力
室　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

m
l-ipsem

inar@
ndl.go.jp

中
国
国
家
図
書
館
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
交
流

　

令
和
４
年
11
月
30
日
に
中
国
国
家
図
書
館
（
Ｎ
Ｌ
Ｃ
）
と
の

業
務
交
流
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

両
館
の
館
長
に
よ
る
会
談
後
、
当
館
か
ら
は
、
資
料
デ
ジ
タ

ル
化
と
Ｏ
Ｃ
Ｒ
全
文
テ
キ
ス
ト
化
が
可
能
に
す
る
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
、
同

館
の
デ
ジ
タ
ル
リ
ソ
ー
ス
の
ナ
レ
ッ
ジ
化
の
推
進
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
、
両
館
で
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 

児
童
書
総
合
目
録
の
終
了
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
を
通
じ
て
提
供
し
て
き

ま
し
た
、
国
立
国
会
図
書
館
及
び
日
本
国
内
で
児
童
書
を
所
蔵

す
る
主
要
類
縁
機
関
７
機
関
（
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
国
際
児

童
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三

康
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
東
京
都
立
多
摩
図
書
館
、
梅

花
女
子
大
学
図
書
館
、
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
）
が
所
蔵
す

る
児
童
書
・
関
連
資
料
の
所
蔵
情
報
か
ら
な
る
児
童
書
総
合
目

録
の
提
供
を
、
令
和
５
年
３
月
に
終
了
し
ま
す
。
長
年
に
わ
た

り
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
児
童
書
総
合
目
録
参
加
館
及
び
児
童
書
を
所
蔵
す

る
他
の
機
関
と
の
連
携
は
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
と
の
個

別
連
携
等
に
移
行
し
ま
す
。引
き
続
き
、国
立
国
会
図
書
館
サ
ー

チ
の
資
料
種
別
「
児
童
書
」
か
ら
検
索
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

・
児
童
書
総
合
目
録
に
つ
い
て

　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

情
報
サ
ー
ビ
ス
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

・
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
の
技
術
仕
様
等
に
つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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第
37
回
納
本
制
度
審
議
会

　

11
月
25
日
、
第
37
回
納
本
制
度
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議

会
委
員
９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
委
員
の
交
代
（
令
和
４
年
７
月
１
日
付
）、

出
版
物
納
入
状
況
及
び
有
償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
制
度
収
集

開
始
に
向
け
た
進
捗
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
が
あ

り
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
４
年
７
月
１
日
現
在
）

会
長斎

藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

植
村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

委
員伊

藤　

真　
　
　

弁
護
士

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
名
誉
教
授

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

小
野
寺　

優　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

近
藤　

敏
貴　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
教
授

仲
俣　

暁
生　
　

 

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版

検
討
委
員
会
委
員
長

根
本　

彰　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

堀
内　

丸
惠　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

丸
山　

昌
宏　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

村
松　

俊
亮　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

 　

 

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
伊
藤
真
、
小

野
寺
優
、
根
本
彰
、
堀
内
丸
惠
、
村
松
俊
亮

＊
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム>

資
料
の
収
集>

納
本
制
度>

納
本
制
度
審
議
会

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.htm

l

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
９
４
号

　

学 

校
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
自
殺
予
防
に
関
す
る
ア

メ
リ
カ
の
立
法

　

ア 

メ
リ
カ
の
人
身
取
引
対
策
に
関
す
る
法
整
備
の
現
状
―
外

交
政
策
等
の
取
組
を
中
心
に
―

　

ハ 

ン
ガ
リ
ー
基
本
法
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国会へのサービス
依頼調査回答

3 万 320 件
国会議員等からの依頼に基づき、国政
課題や内外の諸事情に関する調査、法
案の分析・評価などを行っている。

行政・司法支部図書館へのサービス

貸出 4705 点
支部図書館制度に基づき、各府省庁および最高裁判所に
支部図書館が設置されている。この図書館ネットワーク
をもとに、図書館サービス、資料の交換が行われている。

数 字 で 見 る
国 立 国 会 図 書 館

『国立国会図書館年報 令和 3 年度』から

『国立国会図書館年報』は、ホームページでもご覧になれます。『国立国会図書館年報』は、ホームページでもご覧になれます。
https://www.ndl.go.jp/jp/publication/annual/index.htmlhttps://www.ndl.go.jp/jp/publication/annual/index.html

『国立国会図書館年報　令和 3年度』をもとに、『国立国会図書館年報　令和 3年度』をもとに、
国立国会図書館の業務、サービス、組織に関す国立国会図書館の業務、サービス、組織に関す
るおもな数字を抜粋しました。るおもな数字を抜粋しました。
※数字は令和 4年 3月 31 日現在（令和 3年度の実績）※数字は令和 4年 3月 31 日現在（令和 3年度の実績）

国政課題に関する
調査研究

329件
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マイクロ資料
8311点
マイクロ資料
8311点

地図資料
4265点
地図資料
4265点

録音資料
1万3576点
録音資料
1万3576点

楽譜資料
2086点
楽譜資料
2086点博士論文

1972点
博士論文
1972点

機械可読資料
（CD-ROM等）
6273点

機械可読資料
（CD-ROM等）
6273点

文書類
4175点
文書類
4175点

点字・大活字資料
2798点

点字・大活字資料
2798点

映像資料
2万1394点
映像資料

2万1394点

図書
19万2755点

図書
19万2755点

雑誌
27万6625点

雑誌
27万6625点

新聞
19万3385点

新聞
19万3385点

ほか

100点100点1万点1万点 1000点1000点

書誌データ作成数（年間）

55万5192件
書誌データ提供数（総計）

2703万8569件

年間受入点数 72万7803点

資料収集のための予算

約23億8249万円
うち、納入出版物代償金
約3億9748万円

館全体の予算・決算
歳出予算現額
約322億4518万円
決算額
約265億4989万円
前年度からの繰越額約73億6015万円
次年度への繰越額約47億9743万円

26国立国会図書館月報 742号 2023.2



インターネット公開
176万7474点

図書館送信
153万8914点

図書館向けデジタル化資料送信
サービスの提供データ　　　　

館内限定
102万3478点

インターネット
資料収集保存事業
収集データ件数
21万7707件

収集データ容量
2.4PB

デジタル資料点数

国立国会図書館サーチで
統合検索できる書誌データ

1億2463万7994件
当館や他機関が保有する冊子体・デジタル化された画像・

音声等の様々な形態の情報を検索できる

ホームページへの
アクセス

2949万1325件
インターネットを通じて、蔵書目録、国会会議録等

の各種データベース、調べものに役立つ情報などが

利用できる

所蔵点数
4621万
7530点
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職員数
893人
男性　47.7％
女性　52.3％

管理職のうち女性の割合
約 35.5％

	 建物延べ面積	 書庫面積	 閲覧室面積
	 24万 6284㎡	 12万		578㎡	 2万 5864㎡
	 	14 万 7853㎡	 7 万 7829㎡	 1 万 8983㎡

			国会分館	 1331㎡	 609㎡	 562㎡
	 8 万 4339㎡	 3 万 9026㎡	 4265㎡
	 1 万 2761㎡	 3114㎡	 2054㎡

東京本館
関西館
国際子ども図書館

図書館等への貸出し

1万7231点

図書館への貸出し、小中学生向けの 
学校図書館セット貸出し、展示会に 

出品するための貸出しがある

遠隔複写

30万9904件

来館せずに申し込まれた複写件数

来館者

38万3820人
  　   24万6213人
  　   7万 403人
  　  6万7204人

閲覧

133万526点

　121万2152点
　  9万8678点
　  1万9696点

　来館して申し込まれた閲覧資料点数

来館複写

85万4856件
うちデジタル化資料等の

プリントアウト件数

41万6606件

来館して申し込まれた複写件数
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りいたします。
本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜粋して転載される場合には、事前に当館総務部総務課にご連絡ください。
本誌 517 号以降、PDF 版を当館ホームページ（https://www.ndl.go.jp/）＞刊行物＞国立国会図書館月報でご覧いただけます。

発 行 所

〒 100 -8924

国 立 国 会 図 書 館

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 1-10-1
電  話  03 （3581） 2331 （代表）
F A X    03 （3597） 5617
E-mail    geppo@ndl.go.jp
https://www.ndl.go.jp/

編 集
責 任 者 松 浦 　 茂

2

令和 5 年 2 月号 （No.742）
令 和 5 年 2 月 1 日 発 行

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 3 . 2

01	 <Book	of	the	month	-	from	NDL	collections>

	 Potteries	and	porcelains	depicted	in	the	Meiji	period:	Tojiki isho hyohon

05	 	Reading	HAYASHI	Hikaru’s	music	manuscripts			YOSHIDA	Muneaki

13	 Travel	writing	on	Japanese	libraries	(special	edition)

	 Kyoto	Institute,	Library	and	Archives
14	 	 	Working	at	the	Kyoto	Institute,	Library	and	Archives

18	 	 Tidbits	of	acquisition	at	the	Kyoto	Institute,	Library	and	Archives:
	 	 From	various	donated	materials	

25	 The	NDL	in	figures:	From	the	Annual	Report	of	the	NDL,	FY2021

21	 <Tidbits	of	information	on	NDL>
	 	Connecting	history	and	will

22	 <Books	not	commercially	available>
	 Hyakko	ryoran:	Takasago	korekushon	kaori	no	zukan:	Tokubetsuban		

23	 <NDL	Topics>

Contents

no.742

February
2023

国 立 国 会 図 書 館 月 報

印 刷 所 株 式 会 社　 丸 井 工 文 社



National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 3 . 0 2

ISSN　0027-9153


	表紙
	目次
	明治時代に描かれた器
―『陶磁器意匠標本』―
今月の一冊　国立国会図書館の蔵書から
	林光の手稿譜を「読む」
	日本図書館紀行　特別編
京都府立京都学・歴彩館
	京都府立京都学・歴彩館に勤務して
	様々な寄贈資料にみる
歴彩館の資料収集うらばなし
	館内スコープ
史と志をつなぐ
	本屋にない本
『百香繚乱　高砂コレクション香りの図鑑　特別版』
	NDL Topics
	令和４年度国際政策セミナー「格差、分配、経済成長」
	中国国家図書館とのオンライン業務交流
	児童書総合目録の終了について
	第37回納本制度審議会
	新刊案内
	数字で見る国立国会図書館
『国立国会図書館年報 令和3年度』から
	英文目次
	裏表紙



